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多彩な登山運動の到達点から新たな労山運動を

そして新しい出会いと感動を伝えよう！！

全国３か所で日本山岳協会と共催した国際山岳連盟登山委員

スティーブ・ロング 氏の記念講演会が象徴的で好評でした。

日日本本勤勤労労者者山山岳岳連連盟盟

創創創立立立５５５０００周周周年年年記記記念念念行行行事事事

講演会と記念レセプション

５月３０日(日) PM2:00～、PM6:00～
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（
早
稲
田
大
学
準
教
授
大
和

田
英
子
氏
（
労
山
会
員
）
に
よ

る
通
訳
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ロ
ン

グ
の
紹
介
が
は
じ
ま
り
、
日
本

山
岳
協
会
・
会
長
田
中
文
男
氏

か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な

五
十
周
年
記
念
講
演
が
労
山
と

一
緒
に
で
き
た
こ
と
を
深
く
感

謝
す
る
と
共
に
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
と
挨
拶
を
頂
き

ま
た
、
関
西
大
学
教
授
青
山
千

彰
氏
か
ら
遭
難
対
策
に
関
わ
る

お
話
し
と
お
祝
い
の
言
葉
を
頂

い
た
。
会
場
の
席
は
最
初
は
ま

ば
ら
で
大
丈
夫
か
な
と
心
配
し

た
が
徐
々
に
時
間
と
と
も
に
席

は
ほ
ぼ
埋
り
、
安
堵
の
感
で
あ

っ
た
。
（
埼
玉
労
山
の
正
式
な

参
加
者
数
は
把
握
で
き
て
い
な

い
が
十
数
名
く
ら
い
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
）

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
登

山
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ロ
ン
グ
氏
は
英
国
登

山
リ
ー
ダ
ー
教
育
機
関
の
代
表

で
、UI

A
A

登
山
委
員
会
の
登
山

指
導
の
標
準
化
グ
ル
ー
プ
の
代

表
も
兼
ね
て
い
て
、
現
役
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
に
登
山
リ
ー

ダ
ー
教
育
と
英
国
登
山
事
情
に

つ
い
て
講
演
し
て
頂
い
た
。

講
演
の
内
容
は
、UI

A
A

の
活

動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
標
準

指
導
者
育
成
要
綱
の
発
展
、
二

〇
〇
五
年
の
研
修
で
決
定
し
た

事
項
、
標
準
指
導
要
綱
を
提
供

す
る
理
由
、
提
供
さ
れ
て
い
る

標
準
指
導
要
綱
一
覧
表
、
各
会

団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
こ

れ
ま
で
に
プ
ロ
グ
ラ
ラ
ム
認
定

を
受
け
た
国
と
団
体
名
、
現

在
・
認
定
作
業
中
の
国
と
団
体

名
、
標
準
指
導
要
綱
を
準
備
す

る
人
た
ち
は
ど
ん
な
人
た
ち
？

専
門
委
員
は
ど
の
よ
う
に
選
定

さ
れ
る
の
か
？
標
準
指
導
者
作

業
部
会
の
任
務
と
委
員
一
覧
、

応
募
要
綱
、
評
価
の
た
め
の
実

地
調
査
（
任
意
）
、
許
認
可
を

え
る
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価

を
求
め
る
際
の
必
要
事
項
、
教

習
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
「
評
価

過
程
、
考
査
過
程
、
考
査
（
査

定
）
委
員
の
適
格
性
」
等
…
。

次
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
山
岳

リ
ー
ダ
ー
養
成
機
構
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
①
使
命
、

②
歴
史
「
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の

調
整
、
名
称
の
統
一
、
公
式
認

知
、
国
全
体
を
代
表
す
る
仕
組

み
と
統
括
す
る
仕
組
み
」
、
③

統
計
、
④
基
本
と
な
る
活
動
「
訓

練
機
構
へ
の
支
援
と
資
格
の
品

質
保
証
、
継
続
的
な
能
力
開
発
、

出
版
物
、
行
政
支
援
及
び
共
同

事
務
所
」
⑤
財
政
、
⑥
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、
⑦
重
複

を
避
け
る
た
め
に
は
、
⑧
リ
ー

ダ
ー
適
格
者
と
は
、
⑨
１
０
の

国
家
資
格
種
類
（
里
山
ハ
イ
キ

ン
グ
、
山
岳
、
冬
期
山
岳
、
国

際
山
岳
、
人
口
壁
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
シ
ン
グ
ル
ピ
ッ
チ
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
、
人
口
壁
リ
ー
ド
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
登
山
指
導
者
、

登
山
指
導
者
（
夏
期
）
、
登
山

指
導
者
免
許
証
）
、
⑩
他
機
関

に
よ
り
認
定
さ
れ
る
資
格
「
国

際
山
岳
ガ
イ
ド
連
盟
公
認
山
岳

ガ
イ
ド
、
初
級
縦
走
リ
ー
ダ
ー

資
格
（
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
）
、
⑪
地
域

認
定
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ｔ
Ｌ
と
地

域
の
研
修
シ
ス
テ
ム
、
地
域
研

修
シ
ス
テ
ム
の
範
囲
」
⑫
イ
ギ

リ
ス
国
家
規
模
の
団
体
「
３
つ

の
国
家
規
模
の
山
岳
団
体
、
ど

こ
が
何
を
す
る
の
か
？
成
功
し

た
目
的
」
⑬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
及
び
指
導
者
育
成
の

た
め
の
国
際
山
岳
連
盟
標
準
指

導
者
育
成
要
綱
等
…
。

事
前
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ

Ａ
・
低
体
温
症
と
は
何
か
？
「
低

体
温
症
の
原
因
、
低
体
温
症
を

防
ぐ
に
は
、
低
体
温
の
手
当
て
」
、

Ｂ
．
高
齢
者
が
ハ
イ
キ
ン
グ
を

は
じ
め
る
際
の
教
習
方
法
は
？

に
つ
い
て
説
明
等
あ
っ
た
。
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１）労山創立５０周年記念講演会

２）労山創立５０周年記念レセプション、組織担当者会議に参加して

３）埼玉勤労者山岳連盟・第１回評議会報告

４）県民クリーンハイク報告（南部、北部ブロック）

５）登山学校 6 月講座「計画から下山まで」に参加して

第１０回遭難防止・安全教育担当者会議報告

６）加盟団体の動き、夏山計画、他

（
社
）
日
本
山
岳
協
会
と
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
、
東
京
講
演
会
が
五
月

三
〇
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
（
井
深
大
記
念
ホ
ー
ル
）
に
て

U
I
A
A

登

山
者
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
学
ぶ
「U

I
A
A

（
国
際
山
岳
連
盟
）
登
山
委
員
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ロ
ン
グ

氏
講
演
会
」
が
共
催
さ
れ
、
多
く
の
会
員
と
登
山
関
係
者
が
参
加
し
た
。 

挨拶する斎藤理事長と日山協・田中会長 
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創
立
五
十
周
年 

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

日本勤労者山岳連盟 

五
月
三
十
日
（
日
）
記
念
講
演
会
を
終
え
て
、
午
後
六

時
か
ら
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
近
く
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
東
京
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
に
て
創
立
５
０
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

司
会
に
山
梨
山
の
会
・
塩
澤

良
雄
氏
（
全
国
理
事
）
、
三
郷

山
の
会
・
佐
藤
久
子
氏
（
埼
玉

労
山
理
事
）
に
よ
る
と
て
も
上

手
な
司
会
進
行
で
創
立
五
十
周

年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
始
ま

っ
た
。 

 

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
・
西

本
武
志
会
長
か
ら
は
労
山
の
歴

史
に
つ
い
て
、
日
本
勤
労
者
山

岳
連
盟
の
母
体
と
な
っ
た
「
勤

労
者
山
岳
会
」
が
創
立
さ
れ
た

一
九
六
〇
年
五
月
、
伊
藤
正
一

が
二
年
間
練
り
上
げ
た
「
勤
労

者
を
主
人
公
と
す
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
山
岳
会
つ
く
り
」
構
想

に
賛
同
さ
れ
た
深
田
久
弥
氏
や

田
中
澄
江
氏
な
ど
著
名
な
学

者
・
文
化
人
一
六
氏
の
発
起
人

に
よ
っ
て
出
来
た
お
話
し
等
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
。 

来
賓
ご
祝
辞
（
日
山
協
会

長
・
田
中
文
男
氏
、
高
橋
伸
行

氏
等
）
と
海
外
か
ら
の
来
賓
（
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ロ
ン
グ
氏
、
ガ
ネ

ッ
シ
ュ
・
ヨ
ン
ザ
ン
タ
マ
ン

氏
：
ネ
パ
ー
ル
駐
日
大
使
、
台

湾
山
岳
協
会
、
香
港
山
岳
連
合
）

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
沢
の
井
酒

造
の
た
る
酒
が
左
右
に
置
か
れ
、

鏡
開
き
が
労
山
会
長
、
来
賓
、

海
外
の
来
賓
で
執
り
行
わ
れ
、

乾
杯
。
（
歓
談
） 

岡
山
県
連
の
加
治
郷
子
さ

ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
湯
浅
加
奈

子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
の
歌
と
ピ

ア
ノ
演
奏
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

が
行
な
わ
れ
、
素
敵
な
美
声
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
っ

た
。
創
立
五
十
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
れ
た
歓
談

の
方
々
の
気
持
ち
を
和
ま
せ
た
。

来
賓
の
祝
辞
（
続
き
）
が
あ
っ

た
。
映
像
で
振
り
返
る
労
山
五

十
周
年
が
あ
っ
た
。
功
労
者
へ

の
感
謝
状
贈
呈
が
海
外
来
賓
や

労
山
関
係
者
か
ら
行
な
わ
れ
た
。

み
ん
な
と
一
緒
に
歌
お
う
で
エ

ー
デ
ル
ワ
イ
ス
や
岳
人
、
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
等
、
会

場
の
歓
談
さ
れ
て
い
る
方
々
が

熱
唱
し
て
労
山
創
立
五
十
周
年

記
念
を
祝
し
た
。 

埼
玉
県
連
か
ら
は
理
事
六

名
（
武
笠
、
木
阪
、
徳
重
、
尾

手
、
矢
崎
、
佐
藤
）
他
に
三
郷

山
の
会
か
ら
山
中
氏
、
あ
す
な

ろ
山
岳
会
か
ら
高
梨
氏
の
計
八

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

         

     

     

                                    

                                    

                                    

     全国組織担当者会議に参加して 

「個人会員制度」導入と今後の労山組織強化について 

その必要性と意義、基本的な考え方と概要が提案され 

             多くの課題を残しながらも導入の方向性で 全国討議へ！ 

５月２９日～３０日、全国組織担当者会議に初めて参加しました。北は北海道、南は沖縄から３２団体約４９名が 

東京飯田橋の労山事務所に集まり、埼玉からは理事長、副理事長２名、事務局長、理事２名 併せて６名が参加。 

参加者の殆んどが男性で女性は４人ほどでしたが、県連、各会の会長、担当者、事務局長などの熱い意見を生で感じ 

ることが出来ました。 

会員の高齢化等により会員数の減少は労山の危機を招き、このまま減退を続けると消滅しかねない登山文化。 

個人会員制については実に沢山の意見と質問が出ていましたが、会議に参加された方達は今回の内容を持ち帰り、そ 

れぞれの県連や加盟団体で今後討議される事でしょう。 

しかし、残念な事に４９県連盟中残りの１７県連は欠席でした。諸事情はあると思いますが、代理の方でも来て頂き、 

この会議の仲間の声が伝えられたら良かったと思いました。 

参加できなかった県連や会の方達にも伝わってこそ、初めてこの組織担当者会議が遂行されたと考えます。昨今は 

便利な電子媒体で伝わる事は単なる連絡に過ぎないと思いますし、日本勤労者山岳連盟に加盟しているならばぜひ、 

声を聞いて、声を出して、自分達が労山の組織に残していけるものを少しでも多く、またより長くという気持ちを持 

ち続けたいと思います。 

県連として、第１回評議会で経過報告をおこない、今後も個人会員制について継続して討議し検討していく方向です 

が、加盟する各会や各ブロックで、また理事会で真剣に考えていきたいと思います。 

                                  組織担当委員  佐藤久子 

 



 

 

 
□   第１６０号   ２０１０年  ７月 １４日（水）発行                  埼  玉  労  山  ③ 

埼
玉
労
山 

 

第
一
回
評
議
会
開
催 

 
全
国
組
織
担
当
者
会
議
の
報
告
か
ら 

会
員
減
少
に
歯
止
め
を
！ 

組
織
の
強
化
と
個
人
会
員
制
度
導
入
に
向
け
た
提
案
に 

多
く
の
意
見
と
考
え
方
、
課
題
が
示
さ
れ
る
。 

 

 

去
る
六
月
二
十
日
、
大
宮
の

高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
、
埼
玉
県
勤
労
者
山

岳
連
盟
第
一
回
評
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
先
立
ち
、

急
逝
さ
れ
ま
し
た
飯
能
労
山
の

坂
下
五
郎
さ
ん
に
対
し
、
追
悼

の
報
告
が
あ
り
、
全
員
で
黙
祷

を
致
し
ま
し
た
。 

会
議
は
、
評
議
員
出
席
十
六

名
、
理
事
十
三
名
。
上
福
岡
山

な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
佐

藤
さ
ん
及
び
、
新
座
山
の
会
の

杉
江
さ
ん
の
議
長
。
ハ
イ
ジ
ア

ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
遠
藤
さ
ん
の
書

記
の
下
で
、
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
武
笠
理
事
長
の
挨
拶

に
続
き
、
第
一
議
題
と
し
て
、

先
に
行
な
わ
れ
た
「
全
国
組
織

担
当
者
会
議
」
に
つ
い
て
の
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

全
国
規
模
で
最
近
十
年
で
二
千

人
の
会
員
が
減
少
し
て
お
り
、

将
来
的
に
新
特
別
基
金
、
さ
ら

に
は
労
山
組
織
自
体
の
危
機
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
、
個
人
会
員

制
の
必
要
性
。
埼
玉
県
連
で
は

登
山
学
校
や
県
連
・
各
会
の
Ｈ

Ｐ
効
果
で
、
あ
る
程
度
の
歯
止

め
が
あ
る
も
の
の
、
同
様
な
傾

向
が
あ
り
、
登
山
の
文
化
と
し

て
の
意
義
、
安
全
登
山
を
目
指

す
必
要
性
か
ら
も
三
年
を
目
処

に
検
討
し
、
県
連
と
し
て
の
方

向
性
を
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
受
け
て
決
め
て
行
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
二
議
題
で
あ
る
「
埼
玉
労

山
規
約
の
改
正
で
は
、
第
四
章

「
役
員
」
の
第
十
四
条
、
及
び

「
役
員
選
出
規
定
」
の
第
十
二

条
の
改
正
。
「
埼
玉
労
山
救
助

隊
規
定
」
で
は
第
七
条
・
第
八

条
・
第
苦
情
の
改
正
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
来
年
三
月
に
行

な
わ
れ
る
県
連
総
会
に
お
い
て

正
式
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
会
員

外
の
「
救
助
要
請
依
頼
書
案
」

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
、
「
新
特
別
基

金
に
つ
い
て
（
全
国
組
織
担
当

者
会
議
に
お
い
て
）
何
か
討
議

さ
れ
た
の
か
？
」
「
実
力
が
判

ら
な
い
個
人
会
員
の
山
行
管
理

は
ど
う
す
る
の
か
？
山
行
計
画

書
が
出
て
い
れ
ば
認
め
る
し
か

な
い
の
で
は
な
い
か
？
新
特
別

基
金
の
口
数
は
三
口
で
良
い
の

か
？
」
「
特
別
基
金
目
当
て
の

入
会
者
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
連
盟
費
を
払
わ
な
い
者

に
対
し
て
、
県
連
は
ど
う
対
処

す
る
の
か
？
」「
新
特
別
基
金
、

山
行
管
理
な
ど
実
際
の
規
制
・

年
齢
制
限
等
に
不
安
」
「
東
京

都
連
が
ど
う
い
う
方
法
で
先
行

す
る
の
か
？
」
「
こ
の
ま
ま
会

に
報
告
し
て
も
判
り
づ
ら
い
の

で
、
リ
ス
ク
と
メ
リ
ッ
ト
や

我
々
の
責
務
な
ど
の
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
を
し
て
も
ら
い
た
い
」「
会

員
数
を
増
や
す
必
要
が
有
る
こ

と
は
理
解
す
る
が
、
個
人
会
員

と
組
織
会
員
が
共
存
す
る
こ
と

に
よ
り
組

織
が
弱
体

化
す
る
こ

と

も

懸

念
」
「
青

年
層
と
中

高
年
層
と

で
、
青
年

層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
よ
う
で
、

中
高
年
層
に
あ
ま
り
重
き
を
置

い
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
」
な

ど
の
意
見
や
質
問
が
相
次
い
だ
。 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
武
笠
理
事
長

よ
り
個
人
会
員
制
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
理

事
会
で
判
り
易
い
も
の
を
整
理

し
て
資
料
を
作
り
、
ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
も
検
討
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
「
六
十
歳
以
上
の
方
も

大
切
に
し
、
登
山
学
校
な
ど
に

も
入
校
し
て
一
緒
に
安
全
登
山

を
楽
し
ん
で
貰
い
た
い
」
と
述

べ
た
。 

後
半
は
、
第
三
議
題
で
あ
る
、

各
専
門
委
員
会
よ
り
の
報
告
が

あ
っ
た
。 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
】

午
前
中
に
行
な
わ
れ
た
担
当
者

会
議
の
内
容
説
明
。
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
や
各
会
の
山
行
計
画
書
の

特
徴
な
ど
。
【
自
然
保
護
委
員

会
】
植
樹
祭
・
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
の
報
告
。
古
い
ゴ
ミ
が
沢
や

土
の
中
か
ら
多
く
出
て
き
て
お

り
、
今
後
行
政
と
の
協
力
も
必

要
で
は
な
い
か
。
腕
章
・
名
刺

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
会
員

増
加
に
も
繋
が
る
の
で
は
。【
救

助
隊
】
第
二
回
救
助
隊
役
員
会

報
告
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
深
雪
搬

出
訓
練
報
告
書
一
〇
〇
部
作

成
・
配
布
。
【
女
性
】
五
年
連

続
体
力
測
定
を
五
月
に
実
施
。

今
年
も
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
を

実
施
予
定
。
【
ハ
イ
キ
ン
グ
】

新
体
制
で
、
少
し
ず
つ
で
も
活

動
し
て
い
く
。
全
国
ハ
イ
キ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
学
校
へ
の
参
加
。

【
沢
登
り
ネ
ッ
ト
】
現
在
登
録

十
八
名
。
第
一
回
は
ナ
メ
ラ
沢
。

九
月
は
大
荒
川
谷
・
宝
川
が
候

補
。
十
月
頃
よ
り
雪
山
ネ
ッ
ト

も
開
始
。
【
登
山
学
校
・
Ｈ
Ｐ
】

登
山
学
校
年
間
受
講
者
二
十
八

名
。
う
ち
十
九
名
が
労
山
会
員
。

Ｈ
Ｐ
の
掲
載
情
報
が
来
な
い
と

更
新
で
き
な
い
の
で
、
情
報
提

供
を
。
【
機
関
紙
】
加
盟
団
体

の
活
動
状
況
を
毎
回
入
れ
た
い
。

【
事
務
局
】
加
盟
団
体
の
役
員

等
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、
速
や

か
に
「
加
盟
団
体
調
査
表
」
を

提
出
し
て
貰
い
た
い
。 

以
上
、
個
人
会
員
制
度
の
導
入

が
提
案
さ
れ
た
こ
と
等
が
あ
り
、

色
々
な
意
見
や
案
が
出
さ
れ
、

有
意
義
な
評
議
会
と
な
り
ま
し

た
。 

         

  

       

雨
男
が
今
年
も
参
加
？ 

                            

   



 

 

 
□   第１６０号   ２０１０年  ７月 １４日（水）発行                  埼  玉  労  山  ④ 

県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

 

奥
武
蔵
・
伊
豆
ガ
岳
東
尾
根
～
正
丸
峠 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月
６
日 

４
団
体 

２
７
名
参
加 

南部ブロック 

 

 

 

県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

 

秩
父
・
長
瀞
ア
ル
プ
ス
～
宝
登
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月
６
日 

４
団
体 

２
５
名
参
加 

北部ブロック 

三
年
連
続
雨
の
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク
な
気
配
だ
っ
た
が
、
幸

い
、
曇
り
空
で
快
適
な
「
ゴ
ミ
」

拾
い
日
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、

西
吾
野
駅
か
ら
国
道
を
右
折
し

て
花
桐
コ
ー
ス
の
途
中
か
ら
東

尾
根
を
登
り
、
伊
豆
ガ
岳
の
山

頂
を
目
指
す
。
東
尾
根
コ
ー
ス

は
昭
文
社
の
地
図
に
も
記
載
さ

れ
て
な
い
尾
根
道
で
、
急
坂
な

登
り
の
連
続
。
登
る
登
山
者
も

少
な
い
為
か
ゴ
ミ
は
殆
ど
な
い
。

昼
食
後
伊
豆
ガ
岳
山
頂
付
近
で

若
干
の
可
燃
ご
み
を
拾
う
が
、

意
外
と
ゴ
ミ
は
少
な
く
綺
麗
。 

 
 

 

下
り
は
正
丸
峠
を
経
由
し

正
丸
駅
に
下
山
す
る
が
、
下
山

途
中
の
小
高
山
に
来
る
と
、
斜

面
全
体
に
ゴ
ミ
が
点
在
し
瓶
は

割
れ
て
土
中
に
埋
も
れ
て
い
た
。

懐
か
し
い
ス
チ
ー
ル
缶
も
土
中

に
多
く
目
立
つ
。 

 
 

割
れ
た
瓶
を
ぶ
ら
下
げ
て

歩
く
と
太
も
も
辺
が
痛
い
。
ザ

ッ
ク
に
入
れ
る
必
要
を
感
じ
た
。

小
高
山
付
近
が
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
の
メ
イ
ン
会
場
か
？
全
体
を

振
り
返
る
と
、
国
道
沿
い
は
想

定
通
り
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が

歩
道
に
散
乱
し
て
い
て
運
転
手

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
に
つ
く
。

登
山
道
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
以

外
に
ゴ
ミ
は
少
な
か
っ
た
し
、

山
頂
付
近
は
全
体
に
清
掃
さ
れ

て
い
た
感
じ
が
す
る
。
正
丸
駅

で
ゴ
ミ
の
分
別
を
し
て
回
収
ま

で
一
時
預
か
り
を
お
願
い
し
た
。 

正
丸
駅
前
で
各
会
の
リ
ー
ダ
ー

か
ら
本
日
の
反
省
を
述
べ
て
い

た
だ
き
、
次
回
の
ク
リ
ー
ン
ハ

イ
ク
も
大
勢
の
参
加
を
願
っ
て

散
会
し
た
。 

＊
参
加
団
体
と
参
加
者
数 

わ
ら
び
山
の
会 

 
 

６
名 

あ
す
な
ろ
山
岳
会 

 

１
名 

芝
ハ
イ
ク 

 
 

 
 

６
名 

三
郷
山
の
会 

 
 
 

１
４
名 

 

総
計
４
団
体 

 

２
７
名 

＊
ゴ
ミ
回
収
結
果 

①
燃
え
る
ゴ
ミ 

紙
、
他 

６
袋
（1

3

ｋ
ｇ
） 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
袋
（ 

1

ｋ
ｇ
） 

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ 

ビ
ン 

２
袋 

（1
6

ｋ
ｇ
） 

ス
チ
―
ル
缶
４
袋
（1

1
.
5

ｋ
ｇ
）

ア
ル
ミ
缶
１
袋 

（ 
1

ｋ
ｇ
） 

 

合 

計 

４
２
．
５
ｋ
ｇ 
 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 

三
郷
山
の
会

冨
田 

皓
（
記
） 

 

     

 

  

 

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
ク
リ
ー

ン
ハ
イ
ク
に
、
秩
父
ア
ル
ペ

ン
ク
ラ
ブ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
上
里
、
深
谷
こ
ま
く
さ

山
の
会
、
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
同
人
の
４
団
体
か
ら
総

勢
２
５
名
ほ
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
「
長

瀞
ア
ル
プ
ス
」
と
し
て
整
備

さ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
道
か

ら
宝
登
山
頂
を
経
由
し
、
山

麓
に
あ
る
国
指
定
重
文
・
旧

新
井
家
住
宅
ま
で
。
こ
の
日

も
、
青
葉
の
繁
れ
る
中
を
多

く
の
ハ
イ
カ
ー
が
行
き
交

っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん
ど

残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
回
収
量

は
か
な
り
少
な
い
も
の
で

し
た
。
可
燃
物
が
８k

g

、
カ

ン
が
５k

g

、
そ
し
て
ビ
ン
は

２k
g

。 

 

長
瀞
町
役
場
前
を
出
発

し
た
私
達
は
、
二
手
に
分
か

れ
ま
し
た
。
一
方
は
、
ハ
イ

キ
ン
グ
道
の
起
点
・
萬
福
寺

か
ら
も
う
一
方
は
長
瀞
第

一
小
の
脇
か
ら
氷
池
を
通

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
道
に
合
流

す
る
コ
ー
ス
で
す
。
氷
池
と

は
、
名
物
と
な
っ
て
い
る
天

然
氷
が
切
り
出
さ
れ
る
露

天
プ
ー
ル
で
す
。 

 

合
流
後
、
宝
登
山
裏
参
道

の
急
な
階
段
道
を
登
り
切

っ
て
、
山
頂
に
到
着
し
ま
し

た
。
昼
食
の
後
は
、
登
山
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
て
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
ま
た

宝
登
山
表
参
道
を
下
り
な

が
ら
、
同
山
の
植
生
に
つ
い

て
、
詳
し
く
お
話
を
聞
か
せ

て
も
ら
う
機
会
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅

駐
車
場
か
ら
見
頃
を
む
か

え
た
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
が
咲

く
花
畑
に
臨
む
旧
新
井
家

住
宅
へ
は
、
小
高
い
野
土
山

を
超
え
て
行
き
ま
し
た
。
こ

の
山
こ
そ
、
か
つ
て
は
「
通

り
抜
け
の
桜
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
桜
の
名
所
。
観
光
コ
ー

ス
か
ら
外
れ
、
い
つ
で
も
静

か
な
散
策
が
楽
し
め
る
所

で
す
。 

 ＊
コ
ー
ス
タ
イ
ム 

長
瀞
町
（9

:
0
0
/
9
:
2
5
)

…
氷
池

分
岐(

1
0
:
3
0
/
1
0
:
4
5
)

…
宝
登

山
参
道
入
口
（1

1
:
1
5
/
1
1
:
2
5

）

…
宝
登
山
山
（1

1
:
4
5
/
1
3
:
0
0
)

…
宝
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓

駅(
1
4
:
2
0
)

…
…
旧
新
井
家
住

宅(
1
4
:
4
0
)
 

  
 

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

杤
原 

 

記 

 

  

          

 



 

 

 
□   第１６０号   ２０１０年  ７月 １４日（水）発行                  埼  玉  労  山  ⑤ 

登山学校 第１回 

計画から下山まで 

 

第
十
回
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会
議 

 
 

六
月
二
十
日
（
日
）
高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ-

 

 

   
 □

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

６
月
１
２
日
（
土
） 

登
山
学
校
が
始
ま
る
。
今
日

は
机
上
講
座
、
事
故
や
遭
難
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
。
そ
の
為
に

は
、
登
山
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
無
事
に
下

山
そ
し
て
報
告
す
る
こ
と
。 

テ
キ
ス
ト
を
も
と
に 

①
山
行
計
画 

②
装
備
の
確
認 

③
食
料
と
食
事 

④
山
で
の
歩
き
方 

⑤
道
に
迷
わ
な
い
た
め
に 

⑥
体
力
の
低
下 

⑦
山
で
の
救
急
法 

⑧
天
気
の
予
測
な
ど
を
学

ぶ
。 

登
山
を
す
る
者
の
心
構
え
と
し

て
大
事
な
事
だ
と
思
う
。 

 
 ６

月
１
３
日(

日)
 

大
平
山
で
学
習
登
山
。
受
講

者
は
４
斑
に
分
か
れ
担
当
運
営

委
員
と
一
緒
の
行
動
と
な
る
。

Ｊ
Ｒ
大
平
下
駅
で
体
操
、
１
０

時
す
ぎ
に
目
標
地
の
大
中
寺
か

ら
清
水
寺
へ
と
地
図
を
手
に
樹

林
の
中
や
舗
装
道
路
を
歩
く
。

雨
の
心
配
は
無
い
が
ち
ょ
っ
と

蒸
し
暑
い
。
清
水
寺
で
伊
藤
講

師
か
ら
山
で
の
歩
き
方
に
つ
い

て
実
技
指
導
を
受
け
る
。 

１
．
歩
幅
は
狭
く 

２
．
軸
足
に
し
っ
か
り
と
体
重

を
か
け
る
体
重
移
動 

３
．
靴
底
全
体
を
地
面
に
フ
ラ

ッ
ト
に
置
く 

４
．
膝
を
軽
く
曲
げ
弾
力
を
持

た
せ
る…

…

な
ど
。 

此
処
か
ら
晃
石
山
ま
で
は

登
り
が
続
く
。
先
に
学
ん
だ
事

を
頭
と
体
で
繰
り
返
し
、
歩
く

よ
う
に
努
め
そ
れ
に
合
わ
せ
て

呼
吸
リ
ズ
ム
も
意
識
し
た
。 

ど
う
に
か
息
の
乱
れ
も
覚

え
ず
神
社
に
到
着
。
強
い
日
射

し
を
避
け
て
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
。

そ
の
後
は
背
中
も
気
分
も
軽
く

大
平
山
ま
で
雑
木
林
の
尾
根
道

を
通
っ
た
。
陸
の
松
島
と
も
呼

ば
れ
る
謙
信
平
か
ら
の
眺
め
と
、

茶
店
の
ダ
ン
ゴ
、
ヤ
キ
ト
リ
、

タ
マ
ゴ
焼
き
３
点
セ
ッ
ト
の
旗

に
心
が
少
し
揺
れ
た
私
で
す
。 

下
り
で
も
す
べ
ら
な
い
歩

き
方
の
実
技
が
有
り
、
最
後
迄

大
事
な
歩
き
方
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
出
来
て
、
今
後
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。 

講
師
及
び
運
営
委
員
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

三
郷
山
の
会 

 

佐
藤 

幸
子 

記 

 

第
十
回
遭
難
防
止
・
安
全
教

育
担
当
者
会
議
が
六
月
二
十
日

（
日
）
九
時
三
十
分
～
十
二
時
、

大
宮
の
高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ-

で
十
三
団
体
二
十
四
名

の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

【
議
題 

一
】 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

（
五
月
連
休
中
で
の
出
来
事
）

に
つ
い
て
！ 

「
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
」

よ
り
①
北
ア
ル
プ
ス
・
白
馬
で

の
山
ス
キ-

、
②
八
甲
田
山
で
の

山
ス
キ-

、
③
火
打
山
・
焼
山
で

の
山
ス
キ-

、
三
件
の
報
告
を
当

該
団
体
の
南
雲
氏
か
ら
報
告
を

受
け
ま
し
た
。 

【
議
題 

二
】
ト
ム
ラ
ウ
シ
の

遭
難
事
故
を
考
え
る
！ 

登
山
時
報
五
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
報
告
文
を
徳
重
救
助
隊
長
が

紹
介
し
、「
ト
ム
ラ
ウ
シ
遭
難
事

故
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

か
ら
意
見
を
交
換
し
た
。 

そ
の
中
で
「
三
郷
山
の
会
」
の

浦
川
氏
よ
り
ト
ム
ラ
ウ
シ
遭
難

事
故
の1

週
間
後
に
同
じ
ル
ー

ト
を
会
が
登
山
し
て
い
た
の
で
、

①
コ-

ス
の
日
程
、
②
装
備
、
③

食
料
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。 

ま
た
、
ツ
ア
ー
登
山
に
つ
い
て

登
山
時
報
の
記
事
に
も
載
っ
て

い
る
が
、
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー

サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取
締
役
の
黒

川
恵
氏
が
日
本
旅
行
業
協
会
の

「
ツ
ア
ー
登
山
運
行
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
守
れ
ば
事
故
を
防
げ

る
。
重
要
な
点
は
「
疲
労
困
憊

の
参
加
者
を
漫
然
と
歩
行
さ
せ

な
い
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
報
告
資
料
か
ら
、
ツ
ア
ー

登
山
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し

ま
し
た
。 

尚
、
参
考
に
（
社
）
日
本
旅

行
業
協
会
「
ツ
ア
ー
登
山
運
行

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
全
１
３
Ｐ
）
、

コ
ー
ス
難
易
度
（
コ-

ス
グ
レ
ー

ド
）
及
び
引
率
者
比
率
（
ガ
イ

ド
レ
シ
オ
）
は
イ
ン
タ-

ネ
ッ
ト

で
検
索
す
れ
ば
内
容
が
わ
か
り

ま
す
。 

【
議
題 

三
】
遭
難
の
原
因 

は
次
回
に
継
続
。 

【
議
題 
四
】
山
行
計
画
書
に

つ
い
て
！ 

各
会
よ
り
持
ち
寄
っ
て
も
ら
っ

た
各
会
の
計
画
書
用
紙
を
参
加

者
に
コ
ピ-

を
配
布
。 

提
出
参
加
団
体
は
十
一
団
体
、

そ
の
中
で
各
会
か
ら
の
意
見
を

も
と
に
討
議
し
た
。 

様
式
は
パ
ソ
コ
ン
で
プ
ル

ダ
ウ
ン
に
て
簡
単
に
書
け
る
、

ル-

ト
図
を
掲
載
で
き
る
、
装
備

表
は
別
に
あ
る
等
様
々
で
あ
る
。

登
攀
主
体
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
主

体
か
に
よ
っ
て
も
山
行
計
画
書

の
中
身
も
当
然
違
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
各
会
は
こ
れ
ら
を

参
考
に
山
行
計
画
書
が
山
行
届

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。 

以
上 

教
育
遭
難
対
策
担
当
理
事 

尾
手
利
雪 

記 

                 

登山学校  第２回講座「登山と運動生理学」 

  ７月３日（土）机上 

  ７月４日（日）実技…奥武蔵・棒の折山  

    無事  終了しました。 

＊7 月～８月の県連活動 予定！ 

  7/ 1      三役会議 

  7/3～4    登山学校 「登山と運動生理学」 

  7/12      救助隊 沢技術学習会 

  7/18～19  岩ネット（那須・井戸沢） 

  7/28      第５回理事会 

  7/31～8/1 理事会合宿（葉留日野山荘） 

  8/ 5      三役会議 

  8/ 7～8  登山学校 「山での救急法」 

  8/ 9     沢ネット打ち合わせ 

  8/22     沢岩ネット合同沢登り 奥秩父・ナメラ沢 

  8/25     第 6 回理事会 

◎全国女性担当者会議  開催！ 

  期日  ６月２６日～２７日   

             報告は８月号で 

 



 

 

 
□   第１６０号   ２０１０年  ７月 １４日（水）発行                  埼  玉  労  山  ⑥ 

 

 
＊こまくさ山の会 

  7/18      谷川岳（厳剛新道）     

  7/31～8/ 3  南ア・荒川三山～赤石岳       

  9/19～20    恵那山            

＊秩父山の会 

  7/17～19    白山（大宮合同）       

7/13        奥秩父・南平山     

7/29～31   北ア・剣岳          

  8/ 7～  9   東北・鳥海山        

 ＊飯能労山           

  7/17(19)    信州・湯の丸山        

  7/31～8/ 2  上信越・雨飾山             

  8/ 7～8     東秩父・堂平山星空観察    

 ＊熊谷トレッキング                    

  7/11        上越朝日岳                 

  7/12        草津白根山          

  7/23    小松原湿原～苗場山      

  8/ 1～2     北海道・羊蹄山～ニセコ    

  8/21～23    中ア・木曽駒ケ岳集中 

 

 

＊埜歩歩富士見山の会          ＊新座山の会 

 7/11        東北・早池峰山       7/11       尾瀬 

7/18～19    信越・高峰高原集中     7/24～25   信越・黒姫山 

7/31～8/ 1  尾瀬            8/22        信州・蓼科山 

8/ 6～9     北ア・船窪岳～烏帽子岳   ＊大宮労山 

8/21～22    富士山           7/11        上信越・野反湖周辺の山 

8/28        両神・尾の内渓谷      7/17～19    加賀白山（秩父合同） 

＊北本山の会               7/25        北海道・暑寒別岳   

   7/17～21   北ア・高瀬ダム～読売新道           熊本・久住山、他 

7/17      丹沢・水無川本谷     ＊富士見市峠山の会 

7/25       奥秩父・瑞牆山       7/13       北八ガ岳・縞枯山 

8/ 6～9    北ア・餓鬼岳 7/13          8/21～22  東北・月山バスハイク 

8/25       奥秩父・釜の沢東俣沢 

 ＊上福岡山なみハイキングクラブ 

   7/13       北八ガ岳・縞枯山 

   8/ 1～3    北ア・常念岳～燕岳 

＊所沢ハイキングクラブ 

  7/22～25    北ア・燕岳～蝶ケ岳 

 8/ 6～ 8     東北・鳥海山 

  8/18～22     北ア・雲の平～双六   

 

三
郷
山
の
会
は
４
月
の
総
会

で
決
定
・
承
認
さ
れ
た
計
画
を
達

成
す
る
こ
と
を
目
標
に
一
年
の

活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
「
会
員
は
必
ず
ど
こ
か
の

専
門
部
ま
た
は
事
務
局
に
所
属

し
て
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
！
」
と
い
う
会
の
方
針
に
従
っ

て
、
お
互
い
に
協
力
し
て
会
の
運

営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
行
内
容
と
し
て
は
、
日
帰
り

山
行
、
泊
ま
り
山
行
、
企
画
山
行

（
教
育
山
行
）
が
毎
月
計
画
さ
れ
、

こ
れ
に
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ

イ
ク
や
自
然
保
護
部
主
催
の
旧

足
尾
銅
山
の
植
樹
（
秋
に
会
独
自

で
実
施
）
な
ど
が
加
わ
り
多
彩
な

山
行
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
登
山
学
校
へ
も
積
極
的

に
参
加
し
て
お
り
、
今
年
は
運
営

委
員
４
名
、
受
講
者
５
名
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
既
に
公
開
ハ
イ
キ

ン
グ
（
那
須
・
茶
臼
岳
）
や
ク
リ

ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
（
奥
武
蔵
・
伊

豆
ヶ
岳
）
を
実
施
し
て
お
り
、
嬉

し
い
こ
と
に
公
開
ハ
イ
キ
ン
グ

を
機
会
に
２
名
が
新
会
員
と
し 

て
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
山
シ

ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
す
が
、
今
年

の
夏
山
は
南
ア
ル
プ
ス
の
白
峰

三
山
や
北
ア
ル
プ
ス
・
涸
沢
を
ベ

ー
ス
に
し
た
山
行
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

計
画
が
練
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
「
明
る
く
、
楽
し
く
、

安
全
に
！
」
、
怪
我
や
事
故
が
無

い
よ
う
に
心
掛
け
て
山
行
を
楽

し
み
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

事
務
局 

八
木
原 

記 

  

 

 

加
盟
団
体
の
動
き 

 
 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 

三
郷
山
の
会 

2010 年 全国ハイキングリーダー学校 

        参加者 募集中！ 

日時   ９月１８日（土）14:00～２０日（祝）10:30 

（２泊３日） 

場所   群馬県・湯桧曽温泉もちや旅館  

群馬県利根郡みなかみ町湯檜曽１２ 電話0278-72-2480 

参加費 ２万２千円（２泊５食） 労山会員外は２万４千円 

【
編
集
後
記
】
今
月
は
発
行
が
遅
れ

て
し
ま
い
、
す
み
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
飯
能
勤
労
者
山
岳
会
創
立
か

ら
会
の
事
務
局
長
、
ま
た
県
連
で
も
副

会
長
や
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
歴
任
し
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
た
坂
下
五

郎
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
個
性
豊

か
で
創
造
性
も
高
く
、
ま
た
ユ
ニ
ー
ク

で
あ
る
反
面
に
労
山
運
動
に
対
し
て

の
気
質
や
信
念
、
勤
労
者
山
岳
会
と
し

て
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
彼
！ 

う
ち
は
年
老
い
た
「
飯
能
老
山
」
で
す

か
ら
…
と
笑
わ
し
て
い
た
昨
日
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を 

お
祈
り
い
た 

し
ま
す 

合
掌 

 

２０１０年  各会の夏山計画

情報 

＊紙面の都合により、他の会の夏山 

計画は 8 月号で掲載します。 


